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北
京
市
商
骨
の
問
削
性

-

石

川

、

ム

T
H
Y
M

-E回
キ

ず

北
京
市
商
舎
の
同
那
性津

堅

1ヒ
ユn

lh-~Í 

現
在
の
北
京
市
南
台
は
、
日
比
同
十
八
年
(
昭
和
=
を
に
制
定

せ
ら
れ
た
新
商
合
法
に
基
〈
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
折
し
て

十
間
尚
人
材
法
Br一
は
民
圏
三

4
に
初
め
て
制
定
せ
ら
れ
た
も
の
を
指

す
白
で
あ
る
。

モ
れ
よ
り
以

F

川
に
は
消
の
光
州
刊
一
一
十
九
年
に

肉
食
簡
明
半
程
が
公
布
せ
ら
れ
、
ヤ
三
十
年
に
れ
桁
に
尚
命
日
が

例
め
て
波
立
せ
ら
れ
た
と
己
九
ま
で
測
る
こ
と
が
川
来
る
(
尤

も
1
棋
の
如
き
ほ
も
ψ
し
前
干
υ
制
白
山
も
の
が
あ
っ
た
)
じ
勿
品
そ
れ

よ
り
も
以
前
に
イ
い
く
か

ι同
叫
成
は
判
的
内
商
人
間
開
と
し

前
持
、
社
事
ま
た
は
公
川
、
府
知
等
が
あ
っ
た
が

to 
現
[亡

も
制
し
て
ゐ
る
が

モ
れ
も
と
新
し
い
向
合
と
が
如
何
に
泣
ふ

か
、
ま
た
別
に
川
川
な
る
州
怖
に
あ
る
か
と
い
ふ
こ
と
な
ど
は
、

第
五
十
二
巻

第
五
棟

ノ、

l'、

F、

こ
L

に
詳
し
く
漣
ぺ
る
必
裂
は
な
い
白
色
町
は
そ
の
劃
機
に
あ
る
。

荷
台
は
や
L
h

外
形
的
た
も
の
と
し
て
山
内
旅
た
の
で
あ
り

士Z
Ni 

そ
の
他
が
貧
民
的
な
も
り
と
し
て
残
り

従
て
犬
々
の
機
能
を

分
け
持
ワ
と
一
五
ふ
一
己
と
が
出
来
よ
う
。
そ
の
動
機
と
い
ム
の
は

取
り
も
山
吉
十

制
定
一
日
時
、
外
岡
町
刊
加
が

J

品
叫
ん
に
た
り
凶
貯

的
商
業
閥
係
も
複
雑
に
な
る
に
つ
れ
、
外
同
式
の
同
法
組
合
止

ぴ
間
一
!
由
H
1
叫
川
の
如
き
も
の
が
必
裂
と
た
り
た
か
ら
K
外
な
ら

む
、
一
云I
は
い
ピ
‘
札
的
事
H情川に油昨昨医附他一せん
Lと
寸
乙

L
内
で

ιる

た
貨
際
に
も
、
こ
の
厳
に
形
式
叫
に
千

-L
松
ん
い
さ
れ
統
一
さ
れ

て
ゐ
た
万
が
、
相
リ
の
連
絡
に
も
都
介
よ
い
J
川
り
か
、
明
に
判

外
的
に
、
例
へ
ば
政
府
に
洲
し
或
は
外
崎
に
判
し
て
よ
り
引
い

努
力
と
な
る
と
と
が
山
市
市
る
か
ら
で
あ
る
。

か
く
亡
刊
慌
た
商
ム
刊
は
、
新
商
品
目
訟
の
制
定
に
よ
っ
て
一
府

格
的
三
れ
た
。

名
栴
も
金
凶
的
に
統
一
し
て
、
そ
の
地
の
名
刺

E
'
Uす
る
こ
と
に
た
り
、
例
へ
ば
ヒ
協
約
商
品
川
は
円
い
に
上
仏
両
市

市
内
と
な
う
た
。
商
人
柄
[
は
陥
人
が
集
っ
て
引
る
と
云
ム
よ
り
も
、

尚
北
集
聞
が
刊
る
と
い
ふ
や
う
に
亙
っ
た
。
同
時
忙
中
t

陶
工
業

同
も
加
入
し
作
る
や
う
に
た
っ
た
。
そ
の
商
業
集
面
閣
は
、
穐
世
弔



ハ
り
止
問
川
な
ど
に
大
関
よ
る
の
で
あ
一
る
が
、
新
し
〈
同
業
公
ん
明
い
と

名
付
け
た
。
同
業
組
合
と
同
じ
で
あ
る
。
己
の
判
た
同
業
公
ム
怖
い
が

五
つ
以
上
、
ま
た
は
商
法
人
或
は
商
庇
の
五
十
を
以
て
モ
の
地

の
商
舎
を
作
る
こ
と
が
出
来
る
と
と
i
A

た
っ
た
。
こ
れ
は
全
〈

児
問
。
機
山
間
で
あ
る
が
、
市
然
に
そ
の
地
の
一
日
明
心
政
砕
を
交

け
る
も
の
で
あ
る
ο

か
i

、
る
ー
同
ム
四
日
は
吏
に
一
併
を
以
て
金
約
商

んW
聯
合
台
、
ま
た
会
同
を
以
て
中
華
民
間
間
前
令
聯
合
A
H
u

を
作
る
。

更
に
商
合
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
例
へ
ば
一
北
京
市
商
品
問
草

程
」
に
つ
い
て
見
る
と
、
「
工
商
業
及
針
外
貿
易
之
政
民
的
引
匙
工

商
主
公
共
之
一
耐
刺
」
を
削
る
を
似
て
宗
旨
と
し
て
、
山
下
多
〈

の
品
開
務
を
県
げ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
要
す
る
に
政
が
同
心
商
業

合
議
所
白
そ
れ
と
大
法
は
た
い
。
合
川
目
白
柳
刺
と
し
て
、
従
来

の
公
所

ι於
γ
え
る
和
五
の
親
院
と
い
ふ
以
外
に
、
進
ん
で
政

附
に
向
っ
て
保
謎
蚊
怖
を
請
求
す
る
'
と
か

品
目
日
閉
ま
た
は
命
日

川
口
外
と
の
刑
執
が
あ
っ
た
際
に

そ
れ
を
和
僻
し
ま
た
は
代
理

を
し
て
呉
れ
る
や
う
に
請
求
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
か
、
同
医

口
山
の
資
残
り
に
つ
い
て
は
陶
合
を
泊
し
て
同
染
者
中
に
脳
入
さ

せ
る
と
か
云
ふ
こ
と
が
あ
る
。
な
ほ
山
川
版
、
成
長
口
を
安
〈
行
ふ

北
京
布
両
官
白
同
郷
性

ー
と
か
、
阿
川
仙
の
向
主
早
川
刊
に
千
部
ー
か
入
餅
ず
る
1
5
雪
、
に
九

γ引

を
免
じ
た
り
減
じ
た
り
す
る
と
か
、
阿
武
百
の
悶
折
主
許
す
レ
一
か

工工

F件j ム
"f2"と
σコと
構、も
成、あ

にる
つ U

い
」

Ij: 

『
一
ま
づ
ム
何
日
い
れ
が
二
種
か
ら
成
fu

ゐ
る
。

一
ウ
は
一
公
合
合
品
、
他
は
前
町
九
切
り
円
で
あ
る
。
前
者
は

同
業
公
台
に
し
て
そ
の
向
合
に
加
即
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
り

後
者
は
モ
の
い
巾
一
門
に
あ
る
法
人
又
は
商
町
に
し
一
一
同
日
札
者
U
U
川

ν
カ、

同
業
者
は
あ
っ
て
も
同
業
公
ム
町
の
机
約
が
た
い
揚
合
に

卑
測
に
人
脅
し
た
も
の
で
あ
る
。
公
併
合
口
心
代
去
者
は
、
公

合
初
に
一
人
を
酔
げ
る
と
と
が
出
来
る
。

日
刊
し
使
川
人
平
均
十

五
人
を
越
え
る
も
の
は
起
加
人
数
十
五
人
に
中
ん
わ
り
る
ト
刊
に
代
夫

者
を
一
人
榊
す
こ
と
に
在
っ
て
ゐ
る
。
併
し
如
何
に
多
い
場
合

で
も
一
一
十
一
人
主
超
え
る
こ
と
は
山
来
在
い
。
か
l
h

る
代
夫
弁

か
ら
史
に
執
行
委
品
十
五
名
、
叫
M
L
h
L
干
一
比
七
名

在
段
跳
制
執

行
委
H
U
七
名
、
快
仙
川
町
山
子
小
委
日
=
一
名
が
選
ば
れ
る
。

執
行
委
日

中
心
常
務
委

H
か
ら
し
て
町
民
に
投
川
川
に
よ
っ
て
七
に
瓜
泊
一
人
選

工
れ
る

任
以
は
い
に
府
も
泊
務
委
n

は
も
共
に
二
年
、
執
行
受
付

及
び
M
Y
川
'
が
小
委
ぃ
日
は
同
年
で
あ
る
。
ム
刊
議
は
'H山
務
委
引
H
命
川
が
旬
間
~

第
五
寸
二
巻

大
二
九

第
五
抗

ブじ



北
京
市
商
舎
の
同
相
性

一
問
、
執
行
委
員
舎
は
旬
月
少
〈
も
三
問
、
配
察
委
日
人
町
H

は

少

〈
も
一
問
。
大
人
情
円
は
毎
年
一
問
、
六
月
中
に
行
は
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
ゐ
る
。

註
一
会
附
省
布
、
前
官
、
工
前
刷
業
公
官
~
氏
側
二
十
川
市
吋
)
、
主
脅

員
数
(
同
三
十
二
年
)向

骨
園
口八一芸一一五一

向一口一
円一九一一一き八

何 1[1 I[J 凹湖湖江耐安断江南」天骨北網
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佐
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E
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R
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占同コ一八
七
月
八九九三回

一、五豆占
三ハ六九ニ

一斉一午
三
六

一一回大
山
一
五

八
八

E

一九五九

令
貝

王一一、一一=声

豆、占主主

一、一三人

回六、六五口

一証、
E
八九

託、一一回五

也、=一三四

一、占ん九

八、八=一へ

一〕、一内一

一一、円八二

一戸山、八己同

一、-己一七
九

第
五
十
二
各

六三一

O

C 

第
五
抗

一一一 六
人一二七一玉一回つ

E 

式ーニ九三 E 一八
六人瓦六三回屯五人

口、
ニ九

りハ四
回二

何

北

省

拡

建

省

隙

西

省

遼

寧

省

古

林

市

引

肱

京

省

熱

判

省

成

海

街

務

晴

樹

両
官
純
故
中
に
は
、
た
ほ
品
川
山
向
、
芸
市
町
各
一
一
、
京
打
特
別
匹
、
竿

夏
、
出
回
、
武
州
自
作
一
う
を
合
む
。
な
ほ
悔
外
に
は
、
尚
制
一
八
、

英
側
寸
ヘ
、
未
鉱
山
、
備
制
一
、
明
位
二
一
、
押
利
六
、
起
縦
一
三
を

教
へ
る
。

在日一
圭三一

回、六一式
回一六

L

ハ己凡

ニ、己去一

註
二
北
京
布
向
官
心
事
詰
所
は
、
北
京
の

E
肌
阿
川
町
南
方
、
件
械
の

ほ

γ
中
世
に
あ
る
日
車
白
交
交
肪
「
時
布
口
」
か

L
聞
に

φ
L、ι入
ワ

た
そ
の
南
側
に
あ
ゐ
。
附
近
は
下
町
風
の
両
市
街
で
、
靴
特
を
帥
め

て
ゐ
る
。
事
務
所
の
建
物
は
古
風
な
純
支
那
式
の
巴
も
の
で
、
慌
を
長

〈
垂
れ
た
平
務
主
が
左
右
に
一
一
っ
と
、
正
而
に
肱
按
最
小
骨
川
議
一
f
H
F

一
つ
。
大
台
説
室
へ
ほ
相
手
の
は
川
い
島
か
ら
這
入
る
。
中
は
相
刊
に

肱
い
が
、
一
概
に
陪
〈
て
、

n
つ
質
素
で
あ
る
。

民
同
制
ヒ
司
(
昭
和
十
三
正
六
月
刊
行
巴
「
北
京
市
南
台
脅
員
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録
-
に
よ
る

lr
、
班
点
加
問
し
て
ゐ
る
同
業
公
合
は
七
十
六
、

そ
の
脅
目
は
七
千
二
百
十
七
名
、
ぞ
と
に
使
川
さ
れ
て
ゐ
る
山

日
は
は
五
同
四
千
二
円
入
十
八
人
(
一
応
平
均
七
・
五
人
)
。
そ
れ
に
な

ほ
単
純
入
合
の
古
川
山
(
公
司
工
肱
)
九
四
け
は
は
十
二
名
主
数
へ
る
。

い
ま
と
れ
ら
の
合

H
E、
そ
む
業
叫
叫
に
よ
う
て
大
間
四
う
に
分

け
る
な
ら
ば
、

合
員
数

王
山ペエ

七三三本制
八一一桝

玉 A 七二品

七・回

+士*
五

ニ
」
三
八

一回」一世一
A
(

・回

衣

食事

国

一↑、()主瓦

ゴ一、占八出

プ

プぷJ京草 J以其院比L 

天主三三乙 f位血

一、二
E

九

守=世一

問
員
数

一
応
内
H

信

員

払

八

・

一

一

口

二

一

本
町
は
、
両
応
合
員
を
一
不
す
。
山
員
数
は
報
告
あ
る
も
の
の
み
。

次
に
合
員
数
を
業
種
別
に
一
不
す
と
(
括
弧
内
は
へ
怖
い
員
数
)
、

A
五

l
i布
(
一
生
)
、
服
装
(
一
六
)
、
制
般
洋
貨
(
型
船
)
(
毛
)
、
紙
特
(
五

九
)
、
皮
革
(
一
一
吾
、
制
毛
皮
質
(
三
号
、
老
羊
皮
質
(
円
八
)
、
仙
箭

(古
Y
M
)
(
一
一
己
、
染
(
三
号
、
紡
椛
染
(
一
E
Z
)

、
柿
花
(
回
五
)
、
笹
(
毛

布
)
(
竺
)
、
何
来
(
=
吾
、
靴
嗣
(
一
τ
一五)

町
食

l
i米
前
(
占
吾
、
来
約
(
五
一
口
工
)
、
陣
陣
(
食
料
H
川
)
(
主
)
、
粗
萎

雑
貨
(
一
八
)
、
白
抽
(
三
八
)
、
抽
(
一
口
)
、
芝
臨
抽
(
E
E
)

、
抽
出
間
帯
抽

(
五
三
回
本
号
、
泊
(
九
)
、
乾
鮮
果
(
九
口
)
、
乾
県
雑
貨
(
ニ
ロ
士
、
ヰ
向
(
一

九
九
)
、
組
羊
腸
(
三
ニ
)
、
出
刊
類
揚
鍋
(
弓
口
)
、
時
陪
(
豚
)
(
一
支
)
、
鴨
(
回

北
京
市
町
官
白
同
叫
性

三、

mm
戸
尽
き
、
餌
拒

2
0吾
、
事
昨
(

J

J

手
許
ハ
傾
草
d

主
己
、
紙
同
昨

(
一
六
人
)
、
結
釦
(
耳
一
十
)
手
会
、
判
表
(
三
三
一
)
、
新
一
判
(
汗
蕗
)
(
主
)
、

製
氷
す
一
)

C

但

J

木
(
八
五
)
、
新
五
木
器
(
六
一
言
、
王
金
(
金
物
)
(
去
三
銅
組
斜
H

川

(
色
)
、
金
応
え
て
煤
抽
出
肢
貨
(
一
一
一
七
主
)
、
政
削
(
石
H

配)(ニ山口)、

秘
技
(
石
い
民
卸
)
(
二
日
(
)
、
叫
瓦
政
(
一
回
ご
、
主
器
会
計
)
、
古
玩
(
二

九
)
、
金
保
目
前
三
一
一
号
、
珠
山
世
玉
石
(
ち
)
、
政
(
一
一
巳
、
紙
(
一
占
今
、

販
罰
(
帳
面
)
(
三
)
、
飼
料
(
七
号
、
鎧
鮎
(
石
雌
)
(
同
五
)
、
存
慣
熟
古
車

(
三
一
)
、
百
料
(
回
す
ニ
)
、
開
表
(
時
計
)
宅
五
)
、
臥
鈍
す
一
)
、
井
全

国
一
八
)
、
静
堂
(
一
口
六
)
、
枝
問
宅
=
一
)

D
其
他

l
i車
三
一
己
)
、
長
企
汽
車
(
自
動
車
)
(
一
言
、
位
玲
(
二
)
、
担

斡
先
枝
(
ニ
一
口
、
駅
周
(
三
)
、
齢
的
問
相
枝
(
倉
庫
)
(
二
)
、
県
松
料
相

(
仲
買
)
(
ニ
寺
、
党
換
(
ニ
-
一
)
、
位
{
質
)
(
人
七
)
、
銭
(
向
蒋
)
(
-
一
三
、
保

行
(
一
阜
、
語
券
交
易
す
一
)
、
印
刷
(
コ
三
)
、
持
(
本
)
(
九
五
)
、
昭
和

(
幻
民
)
(
五
口
)
、
劇
場
合
一
)
、
向
車
水
(
ホ
泊
)
(
単
一
)

次
に
、

E
れ
ら
合
川
日
を
そ
の
出
身
地
別
に
凡
る
に
常
り
、
ま

づ
符
川
に
す
る
と
、

叫
肌
数

七、口六六

回、一=瓦

一、九一ん
六回八四

人

断 111 山 間 偲

I工回東北鞍

第
五
十
二
巻

ま
一、一豆八

九口包一一八五回九七

会
一一、九九八

一、=口同

一、一一白人
回口回一九

主f
 

-一、百六

一、不一七
三
九
八

一人一人

-
み

L
t

M

究
王
即

3"宍其
E五百二 主面他

名有1j.V)後に何れも「業!を附寸o

U1身地不ゆ]z)ものは除〈。

4) 

5 



江

蘇

安

徽

察
恰
爾

庇

東

稿

建
河

南

湖

南

江

西
日

門

事

天
熱

同

組

蓮
甘

繭

北
京
市
向
官
町
同
抑
性

s 
一一一一且四五六省五一一一

四五九 E ニ

五

回口

国

六ーニ

回

=回

本
者
は
出
身
地
に
ワ
い
て
報
告
ら
る
も
D

D
み
を
と
る
。
以
下
同
ピ

と
れ
に
よ
っ
て
見
る
と
、
北
京
の
在
る
河
北
符
が
最
も
多
〈
.

ぞ
れ
に
隣
な
る
山
東
と
山
間
の
問
符
が
多
い
と
と
も
uげ
か
れ

る
ロ
そ
れ
忙
次
い
で
は
上
栴
附
涯
の
斯
礼
、
江
蘇
、
安
徽
の
三

者
が
多
〈
、
+
叫
に
澗
り
〈
品
川
加
の
祭
恰
隔
が
多
い
の
も
、
北
京
に

近
い
か
ら
で
あ
ら
う
。
そ
の
次
は
市
支
の
尉
夜
、
一
耐
廷
の
二
折

で
あ
る
。
法
境
に
近
い
四
川
、
泰
夫
、
凱
河
、
綬
港
、
判
市
か

ら
Mm
〈
少
数
の
円
が
市
て
ゐ
る
b
け
で
あ
る
。

事
五
十
二
巻

第
五
披

業
抑

次
に
、
業
種
別
に
比
較
的
多
数

E
占
め
る
者
を
山
中
げ
る
と

総
数

A
主

布

服
嬰

良
市

町
市

棉
花

附
舷

朝
粧

E
良
!
|
末
野
山

白
泊

矧
羊
腸

時
制
揚
鍋

命
山使

荘

C
性

木

器
金
百

紘
抽

娘
細

玉
器

官
玩

金
臥
廿
飾

時
噴

I>J何同阿河 何 ifiJ 向 IJI 向山阿山 111 何河何山何i'l判省
北北北北北北北北東北東北京株1北北北東北北北名

民
投喜美言三五 三 入 三 歪 歪 玉 三 宅 完 7己主自主量子?更

径三~ "'" ，，-.， ---
回-，ニー (二(ニ--単一 一 ( 一 一 ( ー

匂吾~ ?:~巴這ゴモ主主圭呂三三己主主主Z 史二天王寺金
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(D) 
其

fj~ 

刷昭井銭咋平井舗額以杭
場相 変料

河河I'J河河阿山阿 rJ! II1 河
北北北北北北東北四回北

二史会三全霊売主主三圭

(
一
ヤ
ハ
〉

一一一一)

(
七
三
)

(
七
五
)

(
ニ
四
六
)

(一一三一)

(
八
七
)

(
二
六
)

(
九
逗
}

(
五
(
」
)

-
一
一
)

こ
れ
に
上
っ
て
兄
る
と
、
全
悼
と
し
て
河
北
符
が
多
い
が

或
る
程
の
業
種
1
例
へ
ば
仙
清
、
米
獅
、
内
的
、
猪
如
、
揚
鍋
、

土と 飯
吏絞班
11:町]

小多井

さい業
〈と等

云が
燃、ム 11，

別、 O-.J Jll 
lζ が1r
し回 J亡
可二 、人

/) 11長
上七て業
較ゐと
的る査H
士。 f'l
た業
は と
絶が
1;，- rJ， 
白守 Y耳
i亡 ギ7
多 lこ

い
も
の
で
目
立
っ
て
ゐ
る
も
の
を
鼎
げ
る
と
、

(B)(A) 

企衣

未来 {l業
都知沼持

省
名

(
山
東
)

(
山
東
)

r
山
東
)

北
京
市
尚
一
宵
の
同
部
性

J佐腕
牒名

14r 刑l~
眠不 111 

間
設五

一
-

総
数

(
一
一
一
)

五

( 

也

八

(
E
一
口
)

凶
泊

芝
腕
抽

拡
鮮
呆

乾
呆
雑
貨

羊
肉

(D) (C) 
其 { 主

他|

昭 '1';'，牒昨制時:叫銚燃五本tJ;脈刑
判 Iち 生 料 費 瓦 桟 制金 助開

2疋

戸
山
賀
)

(
山
東
〕

(
何
北
)

(
山
西
)

(
河
北
)

(
阿
北
)

(
河
北
)

(
伺
北
)

(
削
北
)

(
向
北
)

(
何
北
)

(
向
北
)

(

山

市

民

)

(
河
北
)

(
山
刊
)

(
何
北
)

(
判
北
)

(
河
北
)

(
河
北
)

宛北y'll 'jj::牛北杭宛宛~~ I索犬北大北文北 Iflf f~ 
4ζ 京千興盗志牒 "1 斗三拙服製京興志水京借騨

占王六七回ん=エェ間三七占五主主
ーニ o ~一人ニ一八 E 八二 s

戸
44訪冶
p
i
d

(
岳
民
)

(
九
日
一
)

(
-
一
口
九
)

(
一
肉
声
)

(
去
主

(
一
六
八
)

(
五
八
)

(
八
五
)

(
且
穴
)

(
ニ
同
む
)

(
一
一
六
)

(一四一)

(六一一)

(

翌

二

)

(
一
色
、
)

- -'- -
Yζ 乙; /、

(

二

一

)

八
七
)

(

五

)

)

っ
て
わ
て

右
正
よ
っ
て
凡
る
と
、
出
身
地
を
北
政
的
速
い
と
こ
ろ
に
村

山
も
同
郷
性
白
紙
め
て
引
い
も
の
が
あ
る
こ
と
に

部
川
↑
一
一
巻

気
附
ぐ
。
例
へ
ば
一
衣
」
に
間
附
し
て
染
菜
、
約
九
川
業
、
川
和
毛
皮

時
五
銑



拍
京
市
内
官
の
同
蜘
位

決
、
布
地
沿
が
、
山
来
所
刊
心
東
北
端
に
あ
る
一
一
耐
山
、
品
川
腕
、
昌
己

一
な
ど
。
汗
貨
業
が
持
市
の
東
北
に
w'h
る
平
印
な
ど
。
「
会
」
に
附

し
て
は
、
紙
限
設
が
河
北
省
の
市
部
の
術
水
。
米
舵
菜
、
陛
仰

業
、
都
議
、
白
油
業
、
仮
十
仕
業
、
芝
麻
油
業
等
が
犬
々
山
取
引
刊

一
の
東
北
の
踊
山
、
資
抑
制
、
被
腕
、

r
H
館
等
。
ま
た
州
刑
断
醤
川
山

一
業
、
雑
痕
経
紀
業
、
乾
果
雑
貨
業
が
山
凶
行
心
太
符
や
文
水
な

ど
。
「
佐
」
に
聞
し
て
は
、
仲
五
茨
業
が
山
東
符
の
被
服
、
井
議

が
済
南
の
西
市
の
平
蔭
。
制
判
明
治
、
磁
菜
、
肱
計
山
菜
が
夫
々
山

一
一
問
符
の
平
塩
、
長
治
、
介
休
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
「
共
仙
」
に

一
於
て
、
銭
哉
、
書
業
等
が
何
北
符
の
向
郊
の
深
燃
や
呉
服
な
ど

一
で
お
る
と
と
、
銀
行
業
が
全
〈
離
れ
た
安
徽
行
で
あ
る
と
と
た

と
も
珍
ら
し
い
。
そ
し
て
一
関
に
、
信
疎
か
ら
の
業
相
に
は
同

1Ú~ 
性
古ミ

由1
〈

近
代
的
t;I 
当ミ
fill 
l亡
は
iW 
ν、
と
ν、
.!， 
乙
と
iJ' 

-'1. 
ら

れ
る
。山

ょ
に
よ
う
て
北
京
市
前
合
を
仙
成
す
る
ん
W
U
H
M
U
向
抑
山
に

勺
い
て

そ
れ
が
如
何
に
必
い
も
の
で
あ
る
か
と
云
」
こ
と
を

大
関
い
ん
た
と
引
山
ふ
の
で
あ
る
が
、

k
に
然
ら
は
北
京
市
山
川
身

第
五
十
二
巻

ノ、

四

第
五
位

者
と
い
ふ
の
は
一
間

E
O
位
あ
る
む
か
、
部
ち
北
京
市
出
身
有

E旦

と
地
方
の
山
川
身
者
と
の
北
伎
を
試
み
る
た
ち
ば

北
京
市

E
h
E

一
一
四

一
百
九

一五二一一人

一一三

国三三五五地
三 完 孟 三 重 方

総
数

圏
、
田
空
(

玉八口
一、八六回

一、目玉一
品
八
一

調

教

A
、
主

B
、
会

仁
、
性

D
、
北
一
村
山

北
京
制
骨

口・一一
口・
U

ニ

0

・一一
口・一コ

0
・ニ[)

と
れ
に
よ
ワ
て
見
る
と
北
京
市
の
川
'
批
判
は
仲
に
問
九
一
ご
人

で
あ
る
。
そ
の
主
柱
に
つ
い
て
は
一
衣
」
に
附
す
る
も
の
が
中

く
、
一
会
」
に
川
附
す
る
も
の
が
北
松
的
多
い
と
と
が
わ
か
る
《
ふ
一

の
1
4
苅
の
時
開
刻
を
制
一
分
す
る
と
四
寸
程
に
出
ぎ
た
い
の
で
、
叶
ど

き
に
掲
げ
た
七
1
1
六
時
刊
の
公
令
放
と
北
較
す
る
と
、
北
京
町
内

出
身
者
が
一
人
も
合
ま
れ
て
ゐ
な
い
も
の
が
三

I
Jハ
碓
の
多
き

に
上
る
と
一
古
ム
と
と
が
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
北
京

ハ
人
に
比
す
れ
ば

市
川
身
者
を
合
む
四
十
棋
の
一
公
九
日
川
の
入
門
戸
川
日
制
数
四
千
四
百
七
十

北
京
市
川
身
者
的
釧
合
は
一
叩
一
分
と
な

こ
れ
を
七
I

寸
六
時
の
全
幻
品
川
ノ
叶
」
U
U
(
七
千
二
口
十
七
人
に

会3

拍;
北
寸
れ
は
、
引
か
に
ヒ
分
に
過
ぎ
た
い
と
と
か
れ
か
も
。



次
に
、
北
京
市
N

以
外
の
主
要
都
市
心
商
什
に
つ
い
て
同
郷
性

たを
も兄
D る
がの
あに
る
の例
でへ

t;!'. 

そヒ
Ae )!ii 
を総
参府i
~令
ま在
で )

l亡 {C

J日 つ
げい
るて
とn才:
‘干

良品目
凶j ベ

「
七
年
)

IJL]安防泊断偲

川徴束~!"-江敏

H
 

H
 

A
 

川叩
l

同州建剖川市北

一二四
五!!"1I三 J¥

1司五九五附 :1i.. 0 

I{I 

1Ii 

前賞 iiìí，~班江湖柑l

な
ほ
上
海
の
郷
帯
と
北
蒋
と
の
附
河
川
に
円
J

い
て
は
次
D
如
〈
知
ら
れ
一
工
ゐ
る
。
山
京
都
と
繭
ロ
安
徽
省
の

徽
W
7
帯
と
茶
、

mr
。
江
川
相
暗
と
梨
、
磁
器
、
夏
布
、
紙
業
。
四

川
帯
と
築
、
同
蝋
。
江
蘇
中
引
の
い
出
鈎
帯
と
綜
J
K
U

斯
江
省
の
金

華
秒
と
火
腿
、
銭
日
和
と
綱
縦
、
朴
血
〈
帯
と
は
叫
班
、
一
川
、
九
ゲ
ル

帯
と
棉
花
、
雑
貨
、
品
川
ぶ
、
健
班
、
薬
科
、
か
説
、
貿
易
o

耐

往
帯
と
木
材
、
漆
端
、
畑
。
出
来
以
前
と
綿
布
、
知
賀
、
糖
、
日

と
な
っ
て
ゐ
る
。

帥
折
、
貿
易
。

北
京
背
前
官
の
阿
拙
性

見
に
上
f

併
の
金
融
附
係
者
に
づ
い
て
は

R
J
1
い

F
M
l
、

ま
4
t討
1

/

江安二
蘇品E 、亡
、(

01'_ i 1: 
H 官

州。授
が f言、-
4i-託、同
ーはぺ

c 品ーに

父山~ Ii 1 

正義、 ィ」 廿 V

m、三矢

1:< 一
社庁
yι イ民、 J 

二険、県
は:山

岡山二
川 一

、耳E ヲ

前 U
(、

折
、 II

rt~ 

市iu
!ill 

東
(
二
と
た
っ
て
ゐ
る
。

か
く
て
支
那
枇
合
に
於
け
る
同
地
位
の
如
何
に
供
深
い
、
も
の

で
あ
る
か
と
云
ふ
と
と
の
一
端
を
知
り
得
た
と
氾
ふ
。

，、

北
京
市
向
骨
府
川
崎
翫
ヰ
氏
並
に
見
京
町
村
仲
間
同
北
京
出
正
問
山
森

=
-
吉
氏
に
感
謝
す
。

革
開
玉
寸
ニ
巷

六
コ
一
孟

t
m
E
誌

五

楠撲氏'5<:.都市E育研究」二二五日。
r，;JJ、二二ニ凶百。
同上、二三三:n::o

)

)
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